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静岡県知事表彰の受賞者　　１社

部門 受注者 業務名 特筆すべき点
発注

事務所

1  設計業務 静岡コンサルタント株式会社
令和５年度［第３５-Ｄ１５６５-０１号］
（一）鷹岡柚木線道路改築に伴う設
計業務委託（橋梁予備検討）

　道路拡幅事業に伴い、市管理河川を渡河する橋梁の架け替えの予備検討を
実施した業務である。受注者は、河川管理者と河川条件の確認などを積極的な
姿勢で行うとともに、分かりやすい資料を作成して適切な説明を行うなど、高い
プレゼン能力で、河川管理者との協議を円滑に進めた。
　また、橋梁の架替えの対象となる河川は、農業用水としての役割を担ってお
り、利用前の一斉清掃・浚渫（春掘り）に支障を及ぼさない施工時期や、県道の
交通規制など、施工条件等の制約に柔軟に対応し、架設計画を含め橋梁形式
の検討を行った。この検討に当り、構造の専門スタッフが関わり業務を遂行する
など、万全の業務体制で取り組んだ。
　これらの取組は、他の模範となるものである。

富士土木

資料Ｐ1



交通基盤部長表彰 優良業務部門の受賞者　　４社

部門 受注者 業務名 特筆すべき点
発注

事務所

1
測量・用地
調査等業務

株式会社ウインディーネッ
トワーク

令和６年度［第３５-Ｗ２６０２-０１号］
伊東港海岸（川奈地区）海岸メンテ
ナンスに伴う深浅測量業務委託

　海岸保全施設の長寿命化計画策定に必要な点群データ等を取得した測量業
務である。受注者は、各種測量機器の特性を十分に理解し、消波ブロックの飛散
状況の把握など測量成果の品質向上に取り組んだ。また、今回の測量箇所は、
観光施設等が多く、複数の関係者との調整が必要であったが、周知看板の設置
やチラシの配布など海岸利用者や観光客へ周知を十分に行ったことで苦情無く
業務を完了した。
　これらの取組は、他の模範となるものである。

熱海土木

2
地質・土質
調査業務

株式会社ジーベック
令和６年度［第３６-Ｂ０１５０-０１号］
（国）１３５号ほか土木施設災害調査
に伴う地質調査業務委託

　令和６年８月の台風10号により被災した（国）135号及び（主）熱海函南線の災
害復旧に必要な地質調査を実施した業務である。災害復旧に伴い緊急性が求
められたが、３箇所のボーリング調査を応急復旧工事等と調整を図りながら円滑
に実施したことで、事業の進捗に貢献した。
　また、被災箇所の変状を検知するため、ばらまき型傾斜計の設置等を行った。
これらの取組は、他の模範となるものである。

熱海土木

3  設計業務
中央コンサルタンツ株式会
社
静岡事務所

令和５年度［第３５-Ｃ４２２２-０１号］
（都）田中青木線街路整備に伴う橋
梁詳細設計業務委託

　ＪＲ身延線跨線部における橋梁詳細設計を行う業務である。地元への説明等、
３次元モデル等を用いた資料を作成し、円滑な意見聴取に寄与した。また、鉄道
及び交差道路との建築限界の確保等考慮する事項が多い中、ＪＲと円滑な協議
を行うとともに、最適な橋種選定等を行うなど業務を円滑に進めた。さらに、今後
の課題についても的確にまとめた。
　これらの取組は、他の模範となるものである。

富士土木

4
調査・計画

業務
株式会社フジヤマ

令和５年度［第３５-Ｄ８１９５-０１号]
（国）150号ほか橋梁点検業務委託
（その２）

　橋梁の損傷及び変状を把握し、円滑な交通の確保を図るため橋梁点検を行
い、効率的な維持管理、健全性の診断に必要な基礎資料を得るための業務であ
る。交通量等利用状況に配慮し、全方向衝突回避センサーを有する小型ドロー
ンを使用した点検を行うことで大規模な交通規制が不要となり、社会的影響の軽
減等につながった。また、内業の効率化を図る等、優れた技術力をもって業務を
完了させた。
　これらの取組は、他の模範となるものである。

島田土木

資料Ｐ2



経済産業部農林水産統括部長表彰　優良業務部門の受賞者　　１社

部門 受注者 業務名 特筆すべき点
発注

事務所

1 農林土木業務
国土防災技術株式会社
静岡支店

令和５年度治山（緊急地すべり）大
久保沢調査測量設計委託

　本業務は、静岡市葵区諸子沢地内で発生した、約47haに及ぶ大規模な地すべ
り崩壊地において、現況把握と変位調査を行い、地すべり要因の検証とその対
策方針等を提案するものである。
　現地は崩壊直後の劣悪な環境であったが、過去資料の整理を行ったうえで、簡
易UAVレーザー測量等を活用することで現地での作業の負担を軽減し、安全な
調査の実施につながった。また、対策工の検討に当たっては、新たな観測情報
の収集に応じて迅速に修正案を提案するなど、円滑な事業計画の立案と遂行に
著しく貢献し、他の模範となるものである。

中部農林

資料Ｐ3


